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新
「
熊
谷
市
」
誕
生
記
念

　
平
成
17
年
10
月
１
日
に
、新「
熊

谷
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の

合
併
を
記
念
し
て
、
新
市
の
イ
メ

ー
ジ（
風
土
・
歴
史
・
自
然
等
）に
ふ

さ
わ
し
く
、
そ
し
て
市
民
に
親
し

み
や
す
い
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」・

「
市
の
花
」・「
市
の
木
」・「
市
の
鳥
」

を
募
集
し
ま
す
。

◎「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

〔
応
募
資
格
〕

・
埼
玉
県
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
プ

　
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
、

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

・
白
色
Ａ
４
版
用
紙
を
縦
長
に
使

　
用
し
、
上
下
が
分
か
る
よ
う
に

　
す
る
。
な
お
、
コ
ン
ピ�

ュ
ー
タ

　
で
作
成
し
た
作
品
の
場
合
も
必

　
ず
印
刷
し
た
も
の
で
応
募
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
色
彩
は
自
由
。

・
自
作
、未
発
表
、応
募
者
本
人
の

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
限
り
ま
す
。

・
１
作
品
ご
と
に
、応
募
用
紙
等
に

　
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③

　
年
齢
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番

　�
号
⑦
簡
単
な
作
品
説
明
を
明
記

　
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
、
折

　
れ
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
郵
送
ま

　
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
人
何
点
で
も
応
募
は
可
能
で

　
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
作
品

　
に
限
り
ま
す
。

〔
賞
金
〕

・
最
優
秀
賞
（
採
用
作
品
）
　

　
　
　
　
　
　
　
１
点
　
30
万
円�

・
優
秀
賞
（
採
用
候
補
作
品
）

　
　
　
　
　
４
点
以
内
　
３
万
円�

〔
著
作
権
等
〕

・
著
作
権
等
、
応
募
作
品
に
関
す

　
る
一
切
の
権
利
は
、
熊
谷
市
に

　
帰
属
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し

　
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
等
に
関
わ
る

　
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
、す
べ

　
て
応
募
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
は
補
作
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、単
色

　
で
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
採
用
さ
れ
た
作
品
は
、印
刷
物
、

　
看
板
等
、
様
々
な
か
た
ち
で
使

　
用
し
ま
す
。

・
募
集
の
規
定
に
反
す
る
も
の
は
、

　
審
査
対
象
外
と
し
ま
す
。
後
日

　
違
反
が
判
明
し
た
際
も
入
賞
を

　
取
り
消
し
ま
す
。

◎
「
市
の
花
」・「
市
の
木
」・「
市
の
鳥
」

〔
応
募
資
格
〕�

�市
内
在
住
の
方

〔
応
募
方
法
〕�

�応
募
用
紙
等
に
、

①
市
の
花
・
市
の
木
・
市
の
鳥
の
名

称
、提
案
理
由
②
住
所
③
氏
名�（
ふ

り
が
な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話

番
号
を
明
記
し
、
郵
送
・
持
参
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
賞
品
〕�

�採
用
さ
れ
た
花
・
木
・

鳥
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

各
項
目
３
名
に
１
万
円
相
当
の
商

品
券
（
中
学
生
以
下
の
場
合
は
図

書
券
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

〔
そ
の
他
〕

・
各
項
目
に
お
い
て
、
応
募
は
一

　
人
１
点
と
し
ま
す
。�

・
「
市
の
花
」・「
市
の
木
」・「
市

　
の
鳥
」
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の

　
み
の
応
募
も
可
能
で
す
。

◎「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」、「
市
の

　
花
」・「
市
の
木
」・「
市
の
鳥
」

　
共
通
事
項

〔
募
集
期
限
〕�

１
月
31
日
（
火
）ま

で
。郵
送
の
場
合
、当
日
消
印
有
効
。

〔
審
査
・
決
定
〕�

�選
定
委
員
会
で

審
査
・
決
定
し
ま
す
。

〔
発
表
〕�

�入
賞
者
に
直
接
連
絡
す

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
報
な
ど
で
３
月
以�

降
に
発
表
し

ま
す
。

〔
応
募
先
〕

・
企
画
課
　
〒
３
６
０-

８
６
０
１

　
宮
町
二
丁
目
47
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　�

☎
内
線
２
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

５
２
５-

９
２
２
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�h

ttp
://

w
w

w
.

　city
.k

u
m

a
g

a
y

a
.lg

.jp

　E

メ
ー
ル
　kik

a
k

u
@

c
ity

.k
u

　m
a
g

a
y

a
.lg

.jp
�

・
な
お
、
持
参
の
場
合
は
各
行
政

　
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課
で
も
受

　
付
け
ま
す
。

◆
企
画
課
　
☎
内
線
２
２
８

熊谷市の『花』・『木』・『鳥』応募用紙

花

木

鳥

住  所

氏  名

(名称)　　　　　　　　（提案理由）

(名称)　　　　　　　　（提案理由）

(名称)　　　　　　　　（提案理由）

〒
（ふりがな）　　　　　　　　　　 年　齢　         歳　性　別

電話番号　　　（　　）

熊谷市の『シンボルマーク』応募用紙

（ふりがな）　　　　　　　　　 年　齢　　性　別　　 職　業

電話番号　　　（　　）

住  所

氏  名

〒

歳

E-mail

簡単な作品説明

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
、

「
市
の
花
」・「
市
の
木
」・

　
　
　
　
「
市
の
鳥
」
募
集

　12月1日、石川雅昭氏

（旧熊谷市助役）が助役

に就任しました。

石�川�雅�昭��助役

キ
リ
ト
リ
線

キリトリ線

●
熊
谷
市
役
所�

☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー�

☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー�

☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

助役に
石川氏が就任

は
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交
通
災
害
共
済
制
度
が

変
わ
り
ま
す

Ｑ．年金は老後の保障だけなのでは？

Ａ．それだけではありません。高齢になっ

　てから受け取る老齢基礎年金のほかにも、

　病気やけがで障害が残ったときに受けら

　れる障害基礎年金、一家の生計を支えて

　いた加入者が亡くなった時に受けられる

　遺族基礎年金があります。若くして万一

　のことが起こったときでも、年金は経済

　的に保障してくれます。ただし、保険料

　を納めていなかったり、保険料の免除や

　学生納付特例の承認を受けていないとき

　はこうした年金が受けられない場合があ

　りますので、注意しましょう。

Ｑ．学生であったり、どうしても納められ

　ないときは？

Ａ．学生であっても日本に住む20歳以上60

　歳未満の方は国民年金に加入する義務が

　あります。学生で一定の収入に満たない

　場合は「学生納付特例制度」が適用され

　ます。これは、申請して承認されると在

　学期間中の保険料が後払いできるもので、

　特例期間の後、10年間は保険料をさかの

　ぼって納付（追納）することができます。

　追納しなかった場合、年金の受給資格期

　間としては認められますが、将来受け取

　る年金額には反映されません。学生以外

　の方で収入の少ない方は「保険料免除制

　度」があります。

Ｑ．保険料は何年くらい納めるの？

Ａ．国民年金は20歳から60歳になるまでの

　40年間保険料を納めることにより、満額

　の老齢基礎年金が受けられます。40年に

　足りない場合はその分だけ減額されます。

　また、年金を受けるためには最低25年の

　納付済期間（保険料免除期間・学生納付

　特例期間等を含む）が必要です。

　　　　　　◆保険年金課　☎内線２７７

20歳になったら国民年金20歳になったら国民年金
新成人のためのＱ＆Ａ

【
取
扱
日
時
】

毎
週
土
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分�

※
年
末
年
始
の
期
間
を
除
き
ま
す
。�

【
取
扱
業
務
】

　
取
扱
業
務
は
、
次
の
業
務
に
限

ら
れ
ま
す
。

①
住
民
票
の
写
し
の
発
行

②
戸
籍
の
事
項
証
明
の
発
行

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

④
火
・
埋
葬
許
可
証
の
発
行

⑤
所
得
・
課
税
証
明
書
の
発
行

⑥
評
価
証
明
書
の
発
行

⑦
公
課
証
明
書
の
発
行

⑧
車
庫
用
地
証
明
書
の
発
行

⑨
資
産
証
明
書
の
発
行

⑩
納
税
証
明
書
の
発
行
（
市
県
民

　
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

　
税
〈
車
検
用
〉
）

⑪
印
鑑
登
録

⑫
市
税
の
収
納
業
務

⑬
葬
斎
施
設
の
予
約

⑭
戸
籍
関
係
の
届
出
（
預
か
り
）

※
住
民
異
動
に
関
す
る
処
理
は
行

　
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
機
関

　
へ
の
照
会
が
必
要
な
業
務
は
取

　
り
扱
い
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

◆
行
政
改
革
推
進
室
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
２
１
６

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す

　
熊
谷
市
交
通
災
害
共
済
は
３
月

31
日
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。
４
月

１
日
か
ら
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災

害
共
済
に
新
し
い
熊
谷
市
と
し
て

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

旧
大
里
町
、
旧
妻
沼
町
に
お
住
ま

い
の
方
は
こ
れ
ま
で
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
17
年
度
中
に
熊
谷

市
交
通
災
害
共
済
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、平
成
17
年
度
中
に
発
生

し
た
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
発
生

の
日
か
ら
１
年
間
は
熊
谷
市
交
通

災
害
共
済
制
度
に
基
づ
き
見
舞
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
安
心
安
全
課
　
☎
内
線
２
８
５�

○
採
用
職
種
等

技
能
労
務
職
員
（
ご
み
収
集
・
運

搬�

業
務
、
土
木
作
業
に
従
事
す
る

業
務
、
公
園
施
設
の
維
持
管
理
業

務
等
）

﹇
募
集
人
員
﹈
若
干
名

﹇
年
齢
要
件
﹈
昭
和
45
年
４
月
２

日
〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
。
た
だ
し
、
義
務
教
育
課
程

を
修
了
し
た
方

※
業
務
内
容
ご
と
の
募
集
は
行
わ

　
ず
、
一
括
し
て
採
用
試
験
を
行

　
い
ま
す
。

○
第
１
次
試
験
等

﹇
申
込
受
付
期
間
﹈
１
月
16
日（
月
）

〜�

１
月
20
日
（
金
）８
時
30
分
〜
17

時
15
分�

﹇
試
験
日
﹈
２
月
５
日(

日)

﹇
試
験
会
場
﹈
熊
谷
市
役
所
等

﹇
試
験
内
容
﹈
教
養
試
験
、作
文
、

適
性
検
査

○
そ
の
他

・
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
は
、

　
職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
で
行

　
い
ま
す
。

・
添
付
書
類
と
し
て
写
真
（
縦
４�

　
㎝
×
横
３
㎝
）
２
枚
を
用
意
し

　
て
く�

だ
さ
い
。

・
申
込
時
に
提
出
書
類
の
確
認
等

　
の
時
間
を
設
け
ま
す
の
で
、
必

　
ず
本
人
が
直
接
申
し
込
ん
で
く

熊
谷
市
職
員
採
用
試
験

　
だ
さ
い
。

・
提
出
書
類
は
一
切
返
却
し
ま
せ

　
ん
。

・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

・
郵
送
に
よ
る
請
求
は
封
筒
に

　
「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

　
朱
書
き
し
、
ま
た
返
信
用
と
し

　
て
角
２
型
の
封
筒
に
１
２
０
円

　
切
手
を
貼
り
、宛
先
を
明
記
し
た

　
も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
職
員
課
　
☎
内
線
２
３
６

　
市
役
所
本
庁
舎
と
妻
沼
行
政
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
１
月
７
日
か
ら

大�

里
行
政
セ
ン
タ
ー
で
も
土
曜
日

に
業
務
を
行
い
ま
す
。

は

大里行政センター
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市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所�

�☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー�

�☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

入
学
準
備
金
を

　
　
　
　
お
貸
し
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
制
度

平
成
18
年
度
熊
谷
市
育
英

　
　
資
金
奨
学
生
の
募
集

交
通
遺
児
就
学
支
度
金

支
給
制
度

　
入
学
準
備
金
は
、
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等

課
程
・
大
学（
短
大
を
含
む
）・
専

修
学
校
専
門
課
程
に
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
の
い
る
方
に
対
す
る
貸

付
金
で
す
。�

�
�

�
�

�
�

�

※
合
否
の
結
果
が
未
決
定
で
も
応

　
募
で
き
ま
す
。

貸
与
額
　
①
高
等
学
校
・
専
修
学

　
校
高
等
課
程
・
高
等
専
門
学
校

　
　
25
万
円
以
内

　
②
大
学
（
短
大
を
含
む
）・
専
修

　
学
校
専
門
課
程
　
50
万
円
以
内

返
済
方
法
　
平
成
18
年
10
月
か
ら
、

　
原
則
と
し
て
高
等
学
校
等
に
つ

　
い
て
は
30
か
月
で
、
大
学
等
に

　
つ
い
て
は
42
か
月
で
毎
月
返
済

応
募
期
間
　
１
月
11
日
（
水
）
〜
２

　
月
17
（
金
）
（
土
・
日
曜
日
、
祝

　
日
を
除
く
）

条
件
　
①
市
内
に
６
か
月
以
上
居

　
住
し
て
い
る
方
　

　
②
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を

　
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
方

　
③
入
学
準
備
金
の
調
達
が
困
難

　
な
方

　
④
ほ
か
に
入
学
準
備
金
に
相
当

　
す
る
も
の
を
借
り
て
い
な
い
方
　

　
⑤
次
の
要
件
等
を
備
え
た
保
証

　
人
を
立
て
ら
れ
る
方

保
証
人（
１
人
）　
①
市
内
に
６
か

　
月
以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
た

　
だ
し
、�

市
長
が
認
め
た
場
合
は

　
特
例
も
あ
り
ま
す)�

　
②
独
立
の
生
計
を
営
み
、
満
20

　
歳
以
上
の
方
　

　
③
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を

　
含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
方

※
募
集
要
項
や
応
募
申
請
書
な
ど

　
は
教
育
総
務
課
ま
た
は
教
育
委

　
員
会
大
里
事
務
所
・
妻
沼
事
務

　
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
☎
内
線
５
１
７

　
育
英
資
金
は
、
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課

程
・
大
学（
短
大
を
含
む
）・
専
修
学

校
専
門
課
程
に
入
学
予
定
、在
学
す

る
方
に
お
貸
し
す
る
奨
学
金
で
す
。

貸
与
額
　
①
高
等
学
校
・
高
等
専

　
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　
月
額
１
万
円
以
内

　
②
大
学（
短
大
を
含
む
）・
専
修
学

　
校
専
門
課
程
　
月
額
３
万
円
以
内�

�

返
済
方
法
　
貸
与
終
了
後
６
か
月

　
を
経
て
か
ら
貸
与
月
額
の
２
分

　
の
１
以
上
を
毎
月
返
済�

応
募
期
間
　
２
月
１
日
（
水
）
〜
４

　
月
５
日（
水
）(

土
・
日
曜
日
、
祝

　
日
を
除
く)

条
件
　
①
市
内
に
６
か
月
以
上
居

　
住
し
て
い
る
世
帯
の
方

　
②
成
績
優
秀
、
品
行
方
正
、
健

　
康
で
学
業
に
支
障
の
な
い
方

　
③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学

　
資
支
出
の
困
難
な
世
帯
の
方

保
証
人（
２
人
）　
①
保
護
者

　
②
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生

　
計
を
営
む
満
20
歳
以
上
の
方（
た

　
だ
し
、
市
長
が
認�

め
た
場
合
は

　
特
例
も
あ
り
ま
す
）�

※
募
集
要
項
や
応
募
申
請
書
な
ど

　
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
教
育

　
委
員
会
大
里
事
務
所
・
妻
沼
事

　
務
所
に
あ
り
ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
☎
内
線
５
１
７

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
18
歳
に
達
し
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
（
障

害
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
20

歳
未
満
）
を
育
て
て
い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
で
す
。

・
父
母
が
離
婚

・
父
が
死
亡

・
母
が
未
婚
で
出
産
し
、
父
と
生

　
計
が
別（
認
知
さ
れ
て
い
て
も
可
）

・
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

・
そ
の
他
の
理
由
で
父
と
生
計
を

　
同
じ
く
し
て
い
な
い

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

・
申
請
す
る
方
が
老
齢
福
祉
年
金

　
以
外
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
る
と
き

・
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
（
母

　
子
生
活
支
援
施
設
お
よ
び
通
園

　
施
設
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

　
る
と
き

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
８
９

　
平
成
18
年
４
月
に
小
・
中
学
校

へ
入
学
さ
れ
る
交
通
遺
児
を
養
育

し
て
い
る
方
に
就
学
支
度
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し（
１

　
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方)

、

　
交
通
事
故
に
よ
り
父
も�

し
く
は

　
母
、
ま
た
は
両
親
を
亡
く
さ
れ

　
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

支
給
額
　
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
方
法
　
申
請
書
に
事
故
証
明

　
書
を
添
付
し
て
、
こ
ど
も
課
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書

　
は
こ
ど
も
課
に
あ
り
ま
す
）
。

受
付
期
間
　
２
月
13
日
（
月
）〜
３

　
月
13
日
（
月
）

◆
こ
ど
も
課
　
☎
内
線
２
８
９

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協

議
会
の
交
通
遺
児
援
護
金

給
付
対
象
遺
児
　
乳
幼
児
お
よ
び

　
小
・
中
・
高
等
学
校
な
ら
び
に

　
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
昭
和

　
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
交
通
遺
児
等
で
、
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
方
、
あ
る
い

　
は
同
世
帯
の
方

①
高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料
減

　
免
対
象
者

②
児
童
扶
養
手
当
対
象
者

③
生
活
保
護
世
帯

④
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た

　
は
均
等
割
の
み
納
付
世
帯

給
付
額
　
遺
児
１
人
に
つ
き
年
額

　
５
万
円

給
付
時
期
　
平
成
18
年
４
月
末
日�

申
請
書
類
　
こ
ど
も
課
・
学
校
等

　
に
あ
る
申
請
書
と
、
し
お
り
を

　
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先
　
１
月

　
末
日
ま
で
に
、み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
県�

交
通
安
全
課

　
☎
０
４
８-

８
３
０-

２
９
５
８

11  市報くまがや  平成18年（2006）1 月

市
政
情
報
標
語
「
税
金
は
　
明
日
を
生
き
る
　
パ
ス
ポ
ー
ト
」 

清 

水    

憧
さ
ん

　４月に小・中学校に入学するお子さんのいる家

庭には、１月末までに教育委員会から「入学通

知書」をお送りします。

　この通知書は、入学式に持参していただきます

ので保管しておいてください。

　なお、右の場合には学校教育課までご連絡くだ

さい。

①入学通知書が届かないとき�

②国立、県立または私立の小・中学校へ入学すると

　き（入学許可書が必要）�

③病気・その他の理由で入学を遅らせたいとき

④外国籍の方で市立の小・中学校へ入学を希望す

　るとき�

　　　　　　　　◆学校教育課　☎内線３８５

　小・中学校については、住民登録に基づいて指定

していますが、下記の事情等により就学校を変更

することが可能となりますのでご相談ください。　　

１�転　居

①学期の途中で転居した場合で、転居後も転居前

　の学区の小学校または中学校に就学することを

　希望するとき

➡学期終了までの間（児童・生徒またはその兄も

　しくは姉が小学校６学年または中学校３学年に

　在学している場合は、当該学年に在学する者が

　卒業するまでの間）

②近い将来に転居することが確実である場合で、

　あらかじめ転居先の学区の小学校または中学校

　に就学することを希望するとき

➡転居の日までの間（賃貸借・新築に係る事実を

　証する書類が必要）�

２�家庭の事情　　　

①保護者が「共働き」であるため、児童・生徒の

　帰宅時に家庭が留守である等の理由�により、当該

　保護者の勤務先、また、児童が下校後帰る学童ク

　ラブ、あるいは、祖父母宅等がある学区の小学校

　または中学校に就学することを希望するとき

➡留守家庭等の状態が解消されるまでの間（許可

　後１年を経過するごとに更新が必要）�

②家庭の事情により現実の居住地に住民票の異動

　ができない状態にあるが、本市内に居住してい

　ることが明らかである場合で、現に居住する学

　区の小学校または中学校に就学することを希望

　するとき

➡住民登録が行われるまでの間（許可後１年を経

　過するごとに更新が必要）　�

３�児童生徒の心身の状況に対する教育的配慮等　

①病弱・不登校等により就学校を変更することで

　よりよい学習環境になる場合　　�

➡適当と認める期間

　　　　　　　　◆学校教育課　☎内線３８５

　地　　名

赤城町１丁目

赤城町３丁目

箱田

上之

佐谷田

拾六間

����選��択��校

熊谷南小学校

熊谷東小学校�

久下小学校�

籠原小学校�

　指��定��校

石原小学校

成田小学校

佐谷田小学校

三尻小学校

　　　　　　　地　　　　　　　　　　番

　全地域

　全地域

・12～63、71～75

・1943-1・9、1944～1950（1945-2、1947-3、
　1950-2・4・5を除く）、1954�
・2497-1・6、2498～2501、2503～2504、2511～2513、
・2554～2585
・2656～2701、2712-2（2656-6・8、2676-3、2677-3、�
　2678-2、2680-2を除く）

・2746～2773-1（2769-2・3を除く）、2791-1、2792-1、
　2793-1
・2805-1～2899（2805-3、2806-3、2808-2を除く）
・2900～2972-5（2962-2・3、2963-2・3、2964-2～8、�
　2965-3、2967-1・3・4・5、2972-2・3を除く）
・3030-1～3041-3（3030-3、3031-�2・3、3033-2・3、�
　3034-�2を除く）

・605-2・10、607、607-13、
・927～951（937-3を除く）、955～956、958～959

　下表の地域にお住まいのお子さんにつきまして

は、小学校を選択することができます。

　選択校を希望する方で、手続きをされていない

方は、学校教育課までお問い合わせください。

　　　　　　　　◆学校教育課　☎内線３８５

就学校の変更を希望するとき

小・中学校の入学通知書をお送りします

通学区域の規制緩和を実施しています
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●
熊
谷
市
役
所�

�☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー�

�☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

１
月
26
日
は

　
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
む
つ
代
の

　
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方

は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

　
１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
奈

良
法
隆
寺
の
金
堂
が
焼
損
し
た
日

で
す
。
火
災
の
多
い
時
期
で
も
あ

り
毎
年
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
し
て
全
国
的
に
文
化
財

の
防
火
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
は
、私
た
ち
の
先
人
が
残

　
医
療
機
関
等
へ
の
受
診
回
数
が

多
く
、お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
健
康

状
況
が
心
配
な
人
に
対
し
て
、
健

康
相
談
の
た
め
保
健
師
等
が
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
時
に
は
、
身
分
証
明
を

必
ず
提
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
☎
内
線
２
７
８

　
平
成
17
年
中
に
介
護
保
険
に
よ

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
、
お
む

つ
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
確

定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、医
師
が
発
行
す
る「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
て
、

保
険
者
（
大
里
広
域
市
町
村
圏
組

合
）
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用

確
認
書
」
で
も
医
療
費
控
除
の
対

象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
平
成
17
年
中
に
要
介
護
認
定
を

　
受
け
て
い
る
こ
と
。

・
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医

　
意
見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に

　
あ
る
こ
と
、お
よ
び
尿
失
禁
の
発

　
生
可
能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と
。

・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

　
け
る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ

　
る
こ
と
（
医
療
費
控
除
を
受
け

　
る
の
が
初
め
て
の
方
は
、
医
師

　
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

　
明
書
」
が
必
要
で
す
）
。　

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合�

介
護

　
保
険
課
　
☎
５
０
１-

１
３
３
０

◆
大
里
広
域
熊
谷
介
護
保
険
事
務
所

　
（
長
寿
い
き
が
い
課
内
　
☎
内

　
線
２
１
７
）

◆
大
里
広
域
大
里
介
護
保
険
事
務
所

　
（
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
内
）

◆
大
里
広
域
妻
沼
介
護
保
険
事
務
所

　
（
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
課
内
）

　
様
々
な
教
育
関
係
事
業
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
教
員
免
許
状
を
お

持
ち
の
方
で
必
要
に
応
じ
市
内
小

中
学
校
で
臨
時
に
働
い
て
い
た
だ

け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
育
総
務
課
へ
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
教
育
総
務
課
　
☎
内
線
３
８
２

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等（
建

設
工
事
の
請
負
、
工
事
に
係
る
設

計
・
調
査
・
測
量
の
委
託
、
土
木
・

建
築
施
設
維
持
管
理
等
の
委
託
お

よ
び
建
設
資
材
の
納
入
）、
市
へ
の

物
品
の
納
入
等
に
係
る
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
け
を

行
い
ま
す
。

注
意
事
項

※
建
設
工
事
の
入
札
参
加
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
建
設
業
法
に
基

　
づ
く
経
営
事
項
審
査
を
受
け
て

　
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
物
品
は
平
成
16
・
17
年
に
申
請

　
を
さ
れ
た
方
に
つ
き
、
資
格
の

　
有
効
期
限
を
平
成
18
年
３
月
31
日

　
か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の

　
一
年
間
延
長
し
て
い
ま
す
。
こ

　
の
延
長
に
関
し
て
、
手
続
き
・

　
書
類
の
提
出
等
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。

◆
契
約
室

　
☎
内
線
５
１
２（
工
事
契
約
担
当
）�

　
☎
内
線
５
１
５（
物
品
契
約
担
当
）�

�建設工事等（随時受付）

�２月１日㈬～14日㈫（土・日曜日、祝日は除く）�

　�９：00～16：00（正午から13：00は除く）�

　　　　　　　　　��持参のみ

　　　　　　　　　　契約室

平成17・18年度競争入札
参加資格審査申請書およ
び添付書類

　　　平成18年４月１日～平成19年３月31日�

�　物　品（随時受付）

平成17・18年度物品売買
等競争入札参加資格審査
申請書および添付書類�

受　付　期　間

受　付　時　間

受　付　方　法

受　付　場　所

提　出　書　類

資格の有効期間

不
用
農
薬
・
農
薬
容
器
の

処
理
に
困
っ
た
ら

　「
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や
」で
は
、
不
用

と
な
っ
た
農
薬
・
農
薬
容
器
等
を

皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
、
１
月

中
旬
に
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
ま

す
。

　
処
理
費
用
、具
体
的
日
程
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
農
協

支
店
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
Ｊ
Ａ
く
ま
が
や�

生
産
購
買
課

　
　
　
　

☎
５
２
４-

８
７
２
２
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
29

　
　
　
　
　
　
　
　
日
、
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　
０
５
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
の
新
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
に
本
市
在

住
の
金
子
兜
太
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
氏
は「
前
衛
俳
句
の
旗
手
」
と

し
て
活
躍
し
、
多
く
の
優
れ
た

作
品
や
評
論
を
発
表
さ
れ
、
現

在
は
、現
代
俳
句
協
会
名
誉
会
長

と
し
て
後
進
の
育
成
や
俳
壇
の

更
な
る
活
性
化
に
も
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に

お
い
て
は
、
直
実
市
民
大
学
の

講
師
を
務
め
、
本
市
の
文
化
向

上
や
生
涯
学
習
の
推
進
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
社
会
教
育
課
　
☎
内
線
３
８
９

金
子
兜
太
さ
ん

日
本
芸
術
院
の
新
会
員
に

し
て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
、再
び

同
じ
も
の
を
造
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。こ
の
貴
重
な
財
産
を
火
災
か

ら
守
り
、後
世
の
人
た
ち
に
残
し
て

お
く
こ
と
が
私
た
ち
の
努
め
で
す
。

　
火
災
に
対
し
て
は
細
心
の
注
意

が
必
要
で
す
。「
暮
ら
し
の
中
に
火

の
元
の
点
検
を
習
慣
づ
け
よ
う
」

を
家
庭
の
合
言
葉
に
、
今
年
も
火

災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部�

予
防
課

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

☎
５
２
２-

９
９
９
１
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市
政
情
報
標
語
「
税
金
を
　
納
め
て
み
ん
な
の
　
明
る
い
暮
ら
し
」 

榎 

本 

　
忍
さ
ん

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　      

１
５
４
、９
８
３
人

公
園
は
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
も
の
で
す

　
次
の
こ
と
を
守
っ
て
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う

・
ご
み
は
持
ち
帰
る
（
犬
の
散
歩

　
で
出
た
フ
ン
も
持
ち
帰
る
）

・
犬
を
鎖
か
ら
放
さ
な
い

・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
乗
り
入
れ

　
な
い

・
花
火
な
ど
火
気
を
使
用
し
な
い

・
夜
遅
く
ま
で
大
き
な
声
を
出
し

　
た
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等

　
を
し
た
り
し
な
い

・
砂
場
は
き
れ
い
に
使
う

　
そ
の
他
、
近
く
の
家
や
ほ
か
の

利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

※
遊
具
等
の
不
具
合
に
気
付
い

　
た
ら
す
ぐ
に
、
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

◆
公
園
緑
地
課
　
☎
内
線
３
４
８

　
平
成
17
年
12
月
２
日
に
選
挙
人

名
簿
の
定
時
登
録
が
行
わ
れ
、
平

成
17
年
９
月
の
定
時
登
録
者
数
と

比
較
し
、
男
性
90
人
、
女
性
85
人

増
加
し
ま
し
た
。

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
９
７

納
期
の
お
知
ら
せ（
１
月
分
）

●
市
・
県
民
税
（
４
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
７
期
）

※
市
税
の
納
入
は
安
全
、
便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
。�

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で
実

　
施
中
。�

◆
納
税
課
　
　
　
☎
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー�

�総
務
税

　
務
課
　
　
　
　
　

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー�

�総
務
税

　
務
課
　
　
　
　

﹇
納
期
限
﹈
1
月
31
日（
火
）

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
お

よ
び
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
変
更
許
可
申
請
書
等
の

縦
覧

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
熊

谷
工
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
、
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

変
更
許
可
申
請
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。ま
た
、

利
害
関
係
を
有
す
る
方
は
生
活
環

境
保
全
上
の
見
地
か
ら
、
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
１
月
11
日（
水
）〜
２
月
10
日（
金
）

　
９
時
〜
16
時
30
分
ま
で

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
。

縦
覧
場
所

◆
県�

環
境
部
廃
棄
物
指
導
課

�

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
１
３
３

　
審
査
担
当
）

◆
県�

環
境
部
資
源
循
環
推
進
課

�

（
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
１
１
０

　
一
般
廃
棄
物
対
策
担
当
）

◆
県�

北
部
環
境
管
理
事
務
所
　

�

（
☎
０
４
８-

５
２
３-

２
８
０
０

　
廃
棄
物
・
残
土
対
策
担
当
）

◆
市�

廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
２
７

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
授
与
者
の
紹
介

　
昨
年
の
10
月
25
日
、
「
統
計�

の

日
」
を
記
念
し
て
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
、
関
東
農
政
局

に�

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
与
者

　
奥�

野�

宗�

治
氏（
村�

岡
）

　
樋
口
武
兵
衛
氏（
上
中
条
）

　
奥
野
氏
は
、
農
業
経
営
統
計
調

査�

農
家
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

毎
日
の
現
金
収
支
お
よ
び
農
畜
産

物
の
生
産
に
必
要
な
経
費
、
労
働

時
間
等
を
詳
細
に
記
帳
す
る
な
ど
、

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
農
業
所

得
の
増
大
・
農
家
の
生
活
向
上
・

農
業
経
営
の
改
善
等
各
種
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
業
の
振

興
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
氏
は
、普
通
作
物
基
準
筆
調
査

農
家
と
し
て
、24
年
有
余
の
長
き
に
わ

た
り
農
林
水
産
統
計
調
査
業
務
に

積
極
的
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
農
業
振
興
課
　
☎
内
線
４
４
１

お
く
　
の
　

そ
う
　
じ

ひ
　
ぐ
ち
　ぶ
　

へ
　
い

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
は

お
早
め
に

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事
業

用
資
産（
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を

１
月
31
日
（
火
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
資
産
税
課
　
☎
内
線
２
５
２

農
閑
期
の
今
こ
そ

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を

　
農
地
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

「
農
地
を
無
料
で
改
良
し
ま
す
」
と

い
っ
た
甘
い
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
悪
質
業
者
は
利
潤
だ
け
を
求
め
、

産
業
廃
棄
物
や
建
設
残
土
等
の
投

棄
場
所
を
探
し
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
も
、自
分
の
農

地
は
こ
ま
め
に
見
回
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。ま
た
、
近
所
の
農
地
で

急
に
埋
立
工
事
が
始
ま
っ
た
等
、

不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地

元
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
４
０
４
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●
熊
谷
市
役
所�

�☎
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー�

�☎
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

　　　と　　き

1/28（土）
13：00～15：00

　　　　内　　　容

昔あそび（ベーゴマ、シャボン
玉、スポーツ吹き矢で遊ぼう）

※12月28日（水）～1月4日（水）日まで休業

☎524-1722

■［アグリパーク］☎567-1212  開設時間10：00～18：00
　　　　　　　1月１日（日・祝）、2日（月）、11日（水）休館
■［めぬま物産センター］☎588-0090  開設時間10：00～18：00
　　1月1日（日・祝）～5日（木）休館（日曜日・祝日は17：30まで）

　と　き

1/3（火）
　　～5（木）

1/8（日）・
　 1/29（日）
9：00～17：00

1/21（土）

　10：30～
　14：00～

1/25（水）
　　 10：30
　～12：00

　　 内容・費用

新鮮な地元野菜

雑貨・衣類等のフリー
マーケット

ハンギング（午前）
寄せ植え（午後）
費用：各3,000円（昼食付き）

費用：2,500円（お菓
子、ハーブティー付き）

   催し・講習会

新春野菜即売会

蚤の市＆フリーマー
ケット

ガーデニング講習会

ハーブ講習会

のみ

浄
化
槽
の

　
　
　
適
正
な
維
持
管
理

給
与
支
払
報
告
書
の

　
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

熊
谷
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
汚
れ
た
水

が
そ
の
ま
ま
流
れ
て
、
水
路
や
川

が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
業
者
等

に
委
託
し
て
行
わ
れ
ま
す
が
、決
め

ら
れ
た
回
数
の
保
守
点
検
や
年
１

回
の
清
掃
お
よ
び
水
質
検
査
は
必

ず
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
専
用
の
単
独
浄

化
槽
を
使
用
す
る
方
は
、
台
所
等

の
家
庭
雑
排
水
を
併
せ
て
処
理
す

る
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
は
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。
補
助
制
度
を

利
用
す
る
場
合
は
、
工
事
着
工
前

　
平
成
17
年
分
の
提
出
期
限
は
１

月
31
日
（
火
）
で
す
。
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
総
括
表
に
つ
い
て
は
、

市
で
配
付
し
た
も
の
を
ご
使
用
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
民
税
課
　
☎
内
線
２
４
４

確
定
申
告
受
付
の
ご
案
内

　
平
成
17
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
２
月
16
日
（
木
）〜
３
月

15
日
（
水
）ま
で
で
す
。

　
確
定
申
告
期
間
中
は
、
平
日
以

外
で
も
２
月
19
日
と
26
日
の
日
曜

日
の
２
日
間
に
限
り
、
熊
谷
税
務

署
会
場
の
み
で
確
定
申
告
の
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

還
付
申
告
説
明
会
の
ご
案
内

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に
関
す

る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
と
き
　
２
月
９
日
（
木
）・
10
日

　
（
金
）

・
と
こ
ろ
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ

　
く
ら
め
い
と

・
受
付
時
間
等

　
（
午
前
）
受
付
開
始�

９
時
30
分

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

　
　
　
　
減
ら
す
た
め
に

　
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
が
不
要
に
な

っ
た
と
き
に
は
、
メ
ー
カ
ー
や
購

入
さ
れ
た
販
売
店
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
回
収
す
る
メ
ー
カ
ー
が
な
い
パ

ソ
コ
ン
に
つ
い
て
、
ま
た
、
リ
サ

　
県
内
で
発
生
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
う
ち
約
７
割
は
、
わ
た
し
た

ち
の
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
産
業

廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
る
も
の
で
す
。

家
庭
で
ご
み
を
燃
や
し
て
は
い
け

ま
せ
ん

　
庭
先
な
ど
で
焼
却
炉
を
使
わ
ず

に
ご
み
を
燃
や
し
た
り
、
ド
ラ
ム

缶
な
ど
を
使
っ
て
焼
却
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を
心
が
け
て

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
何

よ
り
も
効
果
的
で
す
。

　「
使
い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
」、

�

「
過
剰
な
包
装
を
控
え
る
」
、「
レ

ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
」
な
ど
、
ご

み
を
作
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
み
は
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

◆
環
境
政
策
課
　
☎
内
線
３
０
４

◆
県�

青
空
再
生
課

　
☎
０
４
８-

８
３
０-

２
９
８
６

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
全
般
に
つ
い
て

は
、
左
記
の
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
中
間
法
人
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進

　
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
３-

５
２
８
２-

７
６
８
５

�
�（h

ttp
:/

/
w

w
w

.p
c
3
r.jp

/

）�

◆
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
４
５
３

◆
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
５
２
４-

７
１
２
１
　

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
衛
生
課
　
☎
内
線
３
５
８

　
説
明
開
始�

10
時

　
（
午
後
）
受
付
開
始�

13
時
30
分

　
説
明
開
始�

14
時

※
説
明
は
２
時
間
程
度
で
す
。

・
持
参
す
る
も
の

　
①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

　
②
住
民
票
の
写
し

　
③
土
地
・
建
物
登
記
簿
謄
本
ま

　
　
た
は
登
記
事
項
証
明
書

　
④
土
地
・
建
物
の
売
買
契
約
書

　
　
ま
た
は
建
物
の
請
負
契
約
書

　
　
の
写
し

　
⑤
住
宅
資
金
に
係
る
借
入
金
の

　
　
年
末
残
高
証
明
書

　
⑥
印
鑑

・
そ
の
他
　
還
付
金
の
振
込
口
座

　
は
、
本
人
（
申
告
者
）
名
義
に

　
限
ら
れ
ま
す
。

※
本
年
度
は
、
医
療
費
控
除
に
関

　
す
る
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
医
療

　
費
控
除
の
内
訳
書（
封
筒
）
は
、

　
市
役
所
市
民
税
課
・
大
里
行
政

　
セ
ン
タ
ー
・
妻
沼
行
政
セ
ン
タ

　
ー
・
各
出
張
所
に
も
備
え
て
あ
り

　
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
特
別
控
除
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
17
年
分
の
所
得
税
か
ら
青

色
申
告
特
別
控
除
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
熊
谷
税
務
署

　
　
　
　�

☎
５
２
１-

５
６
４
９

旧妻沼町収集区域旧妻沼町収集区域

旧熊谷市収集区域旧熊谷市収集区域
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市
政
情
報

燃えるごみの収集日
 【東コース】月・木曜日　
 【西コース】火・金曜日

　　 収　 集　 日

1/ 4 （水）・2/ 1 （水）

1/11（水）・2/ 8 （水）

1/18（水）・2/15（水）

1/25（水）・2/22（水） 

不燃ごみの種類

カ　ン

ビ　ン

ペットボトル

その他の不燃ごみ

燃えるごみの収集日
  【全地区】月・水・金曜日
　ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可)

燃えないごみの収集日
収集地区
第１地区 
第２地区
第３地区
第１地区 
第２地区
第３地区
第１地区 
第２地区
第３地区
第１地区
第２地区
第３地区 

不燃ごみの種類

カ　　　　ン

ビ　　　　ン

ペットボトル
有 害 ご み

その他の不燃ごみ

   　収　集　日
1/10（火）・2/  6（月）
1/ 4（水）・2/  1（水）
1/ 6（金）・2/  3（金）
1/16（月）・2/13（月）
1/11（水）・2/  8（水）
1/13（金）・2/10（金）
1/23（月）・2/20（月）
1/18（水）・2/15（水）
1/20（金）・2/17（金）
1/30（月）・2/27（月）
1/25（水）・2/22（水）
1/27（金）・2/24（金）

家庭ごみの収集日

ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可）

旧熊谷市収集区域

燃えないごみの収集日

ごみ袋…透明袋

※車両火災の原因となるス
　プレーカン、カートリッ
　ジボンベは『ビンの日』
　に収集しますので、必ず
　穴をあけ、ビンとは別に
　して透明袋で出してくだ
　さい。
※有害ごみ（蛍光管、乾電
　池、カガミ、体温計）は、
　市役所（地下入口横）、出
　張所、公民館の収集箱へ
　出してください。

◆環境美化センター　☎５２４-７１２１

資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
　旧熊谷市域は従来のとおり５つの区域ごとに、それぞ
　れ決まった曜日（毎週１回）に収集します。

旧大里町収集区域旧大里町収集区域旧大里町収集区域

資源物の収集日  【全地区】1/5（木）・19（木）、2/2（木）
大きな可燃ごみの収集日  【全地区】1/12（木）・26（木）・2/9（木）
◆大里行政センター  市民環境課　☎０４９３-３９-０３１１

ごみ袋…透明袋

旧妻沼町収集区域

不燃ごみの種類

ビ ン ・ ガ ラ ス

金物類・瀬戸物類

飲料缶・小型電化製品

飲　　　料　　　缶

①�1/  9（月・祝）・ 30（月）
②�1/10（火）・ 31（火）
③�1/11（水）・ 2/ 8（水）
④�1/12（木）・ 2/ 9（木）
⑤�1/13（金）・ 2/10（木）
①�1/16（月）・ 2/13（月）
②�1/17（火）・ 2/14（火）
③�1/18（水）・ 2/15（水）
④�1/19（木）・ 2/16（木）
⑤�1/20（金）・ 2/17（金）
①�1/23（月）・ 2/20（月）
②�1/24（火）・ 2/21（火）
③�1/25（水）・ 2/22（水）
④�1/26（木）・ 2/23（木）
⑤�1/27（金）・ 2/24（金）
①�なし
②�なし
③�1/  4（水）・ 2/   1（水）
④�1/  5（木）・ 2/   2（木）
⑤ 1/  6（金）・ 2/  3（金）

収集地区・収集日

※①�妻沼地区（妻沼東は除く）　②�太田地区　③�長井地区　④�男沼地区　⑤�秦地区・妻沼東

燃えないごみの収集日　　　    ごみ袋…透明袋  

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
月
の

　
休
所
日

2
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

１
日（
日
・
祝
）〜
４
日（
水
）、

10
日（
火
）、11
日（
水
）、

17
日（
火
）、24
日（
火
）、31
日（
火
）

７
日（
火
）、12
日（
日
）、

14
日（
火
）、21
日（
火
）、

28
日（
火
）

　
９
時
30
分
〜
16�
時

　
10
時
30
分
〜
15
時

1
月
の

　
休
所
日

2
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

１
日（
日
・
祝
）〜
４
日（
水
）、

９
日（
月
）、10
日（
火
）、

16
日（
月
）、23
日（
月
）、30
日（
月
）

６
日（
月
）、11
日（
土
・
祝
）

13
日（
月
）、20
日（
月
）、

27
日（
月
）

　
９
時
〜
16�
時

　
10
時
〜
15
時
30
分

別
府
荘�

�☎
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘�

�☎
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ

　
た
り
ま
し
て
は
、市
内
循
環
バ
ス

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、20

　
人
以
上
の
団
体
で
送
迎
バ
ス
の

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、直

　
接
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘�

☎
５
８
８-

２
６
０
０

燃えるごみの収集日
【県道太田熊谷線の東側(西野は除く)】月・木曜日
【県道太田熊谷線の西側】火・金曜日
 ごみ袋…透明袋・半透明袋（レジ袋も可）
資源物の収集日
　ペットボトル…毎週水曜日に透明袋に入れて燃えない
　ごみの集積所へ。
　新聞・雑誌・段ボール・紙パック…県道太田熊谷線の
　東側（西野は除く）は毎週木曜日、県道太田熊谷線の西
　側は毎週金曜日に燃えるごみの集積所へ。
※車両火災の原因となるスプレーカン、カートリッジボンベは
　毎月第３週の「金物類・瀬戸物類」に収集しますので、必ず
　穴をあけ瀬戸物類とは別にして透明袋に入れて燃えないごみ
　の集積所へ出してください。
※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、透明袋ま
　たは半透明袋（レジ袋も可）に入れて不燃ごみの集積所へ出
　してください。

　１月から妻沼清掃センターで行っていた不燃ごみの第
２回目の日曜日の受入が廃止となりますのでご注意くだ
さい。 ◆妻沼行政センター 市民環境課　☎５８８-１３２1

１月１日から指定ごみ袋制度は休止します。

不
用
品
登
録
斡
旋
事
業〈
譲
っ
て
ほ
し
い
・
譲
り
ま
す
〉登
録
募
集
中
　
◆
市
民
活
動
推
進
課
　
☎
内
線
２
８
６

医
療
費
控
除
等
の

所
得
税
還
付
申
告
の
相
談

﹇
と
き
﹈
２
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）

　
９
時
〜
16
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

◆
市
民
税
課
　
☎
内
線
２
４
４
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くらしの

情報情報
Information

催　し催　し

●熊谷市役所　☎048-524-1111
　http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●大里行政センター
　　　　　　　☎0493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　☎048-588-1321

●熊谷市役所��☎048-524-1111�

   と　き

2/19（日）

13：00
～16：00

ところ

積翠閣

  講師（流派）

前嶋宋和先生

（江戸千家）

  第２６回 フォーラムくまがや２００５

とき　1月28日（土）
　13：00～16：00
  （12：30開場）
ところ　文化会館
定員　500人
内容　①講演：テーマ　｢２１世紀の
　子どもたちのために｣　講師：
　タケカワ ユキヒデ氏（作曲家・
　歌手）②コンサート：県立熊谷
　女子高等学校ギター・マンドリ
　ン部　③寸劇　

主催　熊谷市、熊谷市男女共同参
　画審議会
※手話通訳、保育（２歳以上の未
　就学児）あり。申し込み時にお
　知らせください。
申し込み　１月１１日（水）から郵送・
　電話・FAXまたはＥメールで下
　記へ。
  （申し込み先着順に整理券発行）
◆男女共同参画室　
　〒３６０-００３７   筑波３-２０２
　テｨアラ２１  ４階　
　男女共同参画推進センター内
　☎５９９-００１１　 ℻５９９-００１２
　Ｅメール danjokyodo@city.kumagaya.lg.jp

　 星渓園で楽しいお茶会

費用　３００円（お茶・菓子代）
定員　５０人
申し込み　当日、星渓園で受付
　（１５：３０まで）
◆社会教育課　☎内線394

     夢いっぱいアート展

とき　2月6日（月）～10日（金）
　8：30～16：30（最終日は
　15：00まで）
ところ　市役所１階ロビー
内容　市内小・中学校特殊学級と
　近隣の養護学校に通う児童生徒
　の図画・工作・習字・作業学習
　制作品などの力作５００点
◆学校教育課　☎内線383

　　  おしゃべりひろば

　熊谷に住む外国人の方々が、思
い思いにおしゃべりする場です。
日本人の方も参加できます。
とき　2月9日（木）、3月9日（木）
　10：00～14：00
※昼食の必要な方はご持参ください。
ところ　緑化センター 和室
◆広報広聴課　☎内線220

　 自衛隊埼玉音楽まつり
  （ピースチャレンジ２００６）

とき　3月5日（日）
　15：30～17：30
ところ　大宮ソニックシティ 
　　　　大ホール
定員　２００組４００人（抽選）
申込方法　往復ハガキに郵便番号
　・住所・氏名・年齢・性別を明
　記し下記へ。
　〒３３０-００６１
　さいたま市浦和区常盤４-１１-１５
  「自衛隊埼玉音楽まつりＫ係」
※１月３１日（火）必着。抽選結果は
　２月下旬、返信ハガキにて連絡
　します。当選ハガキ１枚で２名
　まで入場できます。
　　なお、未就学児の入場はご遠
　慮ください。
◆自衛隊埼玉地方連絡部
　☎０４８-８３１-６０４３

　と　き　

2/15（水）

13：30～

2/22（水）

13：30～

　内　容　

関東大震災
に お け る
朝鮮人強制
連行の真実

DVの現状と
女性の人権

　  講　師　

 石田 貞氏

（東日本部落
   解放研究所
   副理事長）

女性電話相談
ひゅーまんラ
イツ

　　　　  出初め式

とき　1月6日（金）
　12：30～15：00
ところ　高城神社、市役所前、熊
　谷駅前などの熊谷市街地１０か
　所（予定）
◆商業観光課　☎内線312

  観音山おまつり・だるま市
とき　1月9日（月・祝）
ところ　龍泉寺（三ヶ尻観音山）　
内容　だるまの販売ほか
◆龍泉寺　☎５３２-３４３２ 

    熊谷市人権問題講演会

 

ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 月のホール
◆社会教育課　☎内線388

タケカワ  ユキヒデ 氏
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募　集募　集

    熊谷市環境審議会委員
　　　　　　       の募集

　熊谷市環境審議会は、環境の保
全および創造に関する基本的事項
ならびに重要な施策に関し調査審
議する機関です。
　審議会委員として環境に興味関
心を持ち、経験と調査研究の意欲
を持った方を次のとおり募集し
ます。
応募資格　市内在住で、２０歳以上
　の方
公募委員の数　２人
任期　委嘱の日から２年間
報酬　市の規定による
応募期限　１月３１日（火）必着
応募方法　住所・氏名（ふりがな）
　・生年月日・年齢・職業・性別
　・電話番号を明記し、「環境保
　全のために今私たちができるこ
　と」をテーマにした意見・考え
　を４００字詰原稿用紙３枚以内に
　まとめ、環境政策課へ直接お持
　ちになるか、郵送してください。
※応募多数の場合は、審査により
　決定します。選考結果について
　は応募者全員にお知らせします。
◆環境政策課　☎内線409 

　熊谷市健康づくり
　　推進協議会委員の募集

　市では、誰もが健康で心豊かに
生活できる活力ある社会の実現に
向けて、健康づくりを推進してい
ます。健康づくりに市民の皆さん
の意見が反映されるよう、学識経
験者、協力団体の方々のほかに、
公募により委員を募集します。
応募資格　市内在住で健康づくり
　に関心のある方
募集人数　２人
任期　委嘱の日から２年間
報酬　市の規定による
応募期限　１月２５日（水）必着
応募方法　住所・氏名（ふりがな）・

　年齢・性別・電話番号を明記
　し、「熊谷の健康づくり」をテ
　ーマにした意見・考えを原稿用
　紙２枚程度にまとめ健康づくり
　課へ直接お持ちになるか郵送し
　てください。
選考方法　審査により決定し、選
　考結果は応募者全員にお知らせ
　します。
◆健康づくり課　〒３６０-００１４　箱田
　１-２-３９（熊谷保健センター内）
　☎５２８-０６０１

　合併記念 
   第１回 熊谷市観光写真
       コンクール作品募集

　新「熊谷市」の魅力発見をテー
マに熊谷市の名所・風景・祭等の
写真を募集します。
応募要項　四つ切サイズ、（ワイ
　ド四つ切、デジカメで撮影され
　た写真も可）、撮影時期は問い
　ませんが、他のコンクールに応
　募していない作品に限ります。
※入賞作品は観光パンフレット・
　ホームページ等の観光宣伝に使
　用させていたただきます。
応募期限　１月３１日（火）
　　なお、展示会・表彰式等の日
　程は市報２月号に掲載します。
　詳しくは熊谷市ホームページを
　ご覧いただくか、下記までお問
　い合わせください。
◆商業観光課　☎内線312

　 熊谷市スポーツ・
    レクリエーション指導者バンク
　　　       登録指導者募集

　指導者バンクとは市内のスポー
ツ・レクリエーション指導者を登
録し、市民の皆さんからの要請に
応じて、指導者を紹介します。
登録指導者　生涯スポーツ活動に
　対して十分な理解と知識を有し、
　指導者バンクの事業に積極的に
　協力していただける方
申請方法　申請書、写真（縦３cm
　横２.４cm）を保健体育課窓口へ。
　申請書には、資格、活動歴等を

　記入していただきます。
募集期間　１月１２日（木）～
　２月１４日（火）
■指導者活用についてのご案内
指導者の紹介　登録指導者名簿か
　ら選定し、指導者と直接交渉し
　ます。
派遣の経費　謝金・旅費・保険料
　等は、依頼者の負担とします。
指導期間　依頼者が直接交渉して
　決定します。
名簿設置場所　保健体育課および
　市内各小中学校・各公民館
◆保健体育課　☎内線392

  第３１回 公募 熊谷市
     勤労者文化展作品募集

とき　1月26日(木)～30日(月)
ところ　八木橋百貨店８階カトレ
　アホール
出品資格　市内に在勤または在住
　する勤労者およびその家族で、
　１５歳以上の方
出品種目　絵画・書・写真・手工
　芸（手芸・工芸）・彫刻
※他の公募展に陳列された作品は
　出品できません。
出品点数　１人１種目１点
出品料　１点につき１,０００円
作品搬入　１月２２日(日)  
　１３：００～１７：００
　市民ホール（熊谷中央公民館）
※申込書は搬入時に提出してくだ
　さい（市民ホールにもあります）。
◆商業観光課　☎内線499

　  世界の料理教室
　　　　 「日本料理編」

とき　2月23日（木）
　10：00～13：00
ところ　熊谷中央公民館料理教室
対象　外国人の方
定員　２５人（抽選）
費用　５００円
申込方法　２月６日（月）までに、
　ハガキに教室名・郵便番号・住
　所・氏名（ふりがな）・年齢・
　電話番号を明記し、下記へ。
◆広報広聴課　☎内線220
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   第４０回 熊谷地区労働商工セミナー　

とき　2月10日(金)　18：00～
　20：00 （17：30開場）
ところ　商工会館大ホール
テーマ　身近なデータから読み解
　く日本経済
講師　宅森昭吉氏（三井住友アセット
　マネジメント株式会社 チーフエコノミスト）
入場料　無料
定員　先着１５０人
申し込み　１月１０日（火）から２月３
　日（金）に、  電話かFAXで下記へ。
◆商業観光課　☎内線477　
　℻５２５-９３３５

        経営革新セミナー
　経営革新を行っている企業の取
り組みを先進事例として紹介し、
経営革新について、広く理解を深
めていただくためのセミナーです。
とき　1月24日（火）　
　14：00～16：00
ところ　商工会館２階大ホール
内容　ものづくりチャレンジ５０年
講師　小菅一憲氏（東洋パーツ株式会社会長）
定員　８０人　
申し込み　電話で下記へ。
◆県 北部産業労働センター 
　☎５２３-２８１７　  

   埼玉県熊谷盲学校理療科生徒募集
  （あん摩マッサージ指圧師・ はり師・きゅう師課程）

入学資格　中学校卒業以上の方で、
　視力または視機能に高度の障害
　があり、盲学校における教育が
　適当とされる方（年齢制限なし）
卒業時の資格　 あん摩マッサージ
　指圧師国家試験受験資格・はり
　師、きゅう師国家試験受験資格
募集期限　４月２２日（土）
　入学希望者と連絡調整の上、選
　考を行います。相談・見学は、
　随時受付します。
◆埼玉県熊谷盲学校　☎５２１-０６１４

  ろう者のための社会教養講座
とき　1月28日（土）
　19：00～21：00
ところ　障害福祉会館

　　　料  理  教  室

①生芋こんにゃく作り教室

②手作り味噌教室

ところ　農業活性化センター「ア
　グリメイト」
講師　奈良加工研究会コスモス
定員　２０人（抽選）
申し込み　①、②とも往復ハガキ
  （１人１通）に郵便番号・住所・
　氏名・電話番号・希望教室名を
　記入して、①は１月２０日（金）、
　 ②は１月３１日（火）までに下記へ。
◆農業振興課　☎内線442

　  再就職準備セミナー２

対象　再就職を考えている方
ところ　男女共同参画推進センタ
　ー「ハートピア」会議室
定員　先着３０人
申し込み　１月１１日（水）から電話
　で男女共同参画室へ。

※保育（２歳以上の未就学児）を
　ご希望の方は申し込みの際、お
　申し出ください。
◆男女共同参画室　☎５９９-００１１

　と　き　

2/10（金）

10：00
～12：00

 　　　内　　　容

  ＜講　　義＞
「再就職実現とその準備」

　塚田 允氏
（就職支援ナビゲーター）

  ＜施設見学＞　
  ｢ワークプラザ熊谷｣

内容　コーダからみた二文化（ろ
　う文化と聴文化）
講師　高山智恵子氏（聴者・手話通訳士）
費用　無料
◆市ろう者協会（岩田）℻５２４-４２１１
◆社会教育課　℻５２５-９３３０

     甲種防火管理講習会

とき　2月9日（木）・10日（金）の
　2日間　9：00～17：00
ところ　江南町総合文化会館（ピピア）
申込期間　１月１６日（月）～２７日（金）
　（土・日曜日を除く）
　９：００～１７：００
申込場所　熊谷・中央・妻沼消防署
用意するもの　写真２枚（縦３cm×
　横２．４cm、証明用で６か月以内
　に撮影した無帽、 無背景のもの）
※申込時使用
費用　４，６００円（申込時に納入）
定員　先着１３０人
◆熊谷地区消防本部 予防課　☎５２２-９９９１

   　熊谷市手話通訳派遣事業
   登録手話通訳者選考試験

応募期限　１月17日（火）
   （土・日曜日、祝日を除く）
とき　2月12日（日）
ところ　障害福祉会館
受験料　無料
※募集要項・申込書は、障害福祉課
　で配布します。
◆障害福祉課　☎内線291 
　℻５２４-８７９０

試　験試　験

   と　き

1/31（火）

     9：30
   ～12：30

　  内　　容

生芋こんにゃく、
中華おこわ

 費  用

 ３００円

 費  用

１,０００円

　   内　　容

〈１日目〉

 麹作り（洗米）

〈２日目〉
 米を蒸す（盛り込み）

〈３日目〉
 麹作り（切り返し）
 大豆洗い

〈４日目〉
 大豆を煮る
     （ミンチにする）
 樽詰め

　と　き　

2/21（火）
    15：00
  ～16：00

    22（水）
       9：00
  ～12：00

    23（木）
       9：00
  ～10：00
    15：00
  ～15：30

    24（金）
       9：00
  ～13：00

スポーツスポーツ

　　　春スキーの集い

対象　市内在住・在勤の小学生
　親子および中学生
とき　3月4日(土)・5日(日)
　1泊2日
ところ　中里スキー場（新潟県）
定員　先着１００人

こうじ

み　そ　

まこと
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　9：00～（開会式8：30）
ところ　熊谷スポーツ文化公園陸上
　競技場を発着とする特設コース

参加費　小学生・中学生・高校生　
　：５００円　一般：７００円
◆熊谷スポーツ文化公園管理事務所
　☎５２６-２００４

   熊谷市レクリエーション協会 鳴子踊り講習会

対象　一般男女
とき　3月1日～29日の22日を
　除く毎週水曜日（全４回）
　19：00～20：00　
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 月のホール
参加費　１，５００円（保険料等）
定員　先着４０人
申し込み　１月１８日(水)から費用
　を添えて、市レク協会事務局
  （保健体育課内）または教育委
　員会大里事務所・妻沼事務所へ。　　　
◆保健体育課　☎内線391

  熊谷市勤労者スポーツ大会 卓球の部

とき　3月5日(日)
ところ　市民体育館
出場資格　市内在住または在勤の
　勤労者およびその家族
種目　①団体戦　男女とも1チー
　ム４～６人　②個人戦　一般一
　部（経験者）、一般二部（一部以
　外の初心者）、シニア（３５歳以
　上）、ベテラン（４５歳以上）
参加料　１人１種目２５０円
申込期間　２月１日(水)～８日(水)

※土、日曜日を除く
申込用紙の交付および申込場所　
　商業観光課（市役所７階）
申込方法　事業所チームは事業主
　が、事業所以外のチームは選手
　の在勤証明書を添付し、代表者
　が申し込んでください。
◆商業観光課　☎内線477

  熊谷運動公園屋内プール『アクアピア』水泳教室

対象　高校生以上
とき　1月23日～2月13日の
　毎週月・水・金曜日(計１０回)

定員　各クラス先着３０人
費用　３,０００円
申し込み　１月１１日(水)９：００から
　費用を添えて屋内プール事務室
　へ。ただし、電話での申し込み
　はできません。
◆熊谷運動公園屋内プール事務室
    ☎５３３-９１００

 県立熊谷女子高校テニスコート開放

開放日　1月18日（水）～3月10
　日（金）の平日9：30～15：30
※ただし３月３日（金）以降は午前のみ
※学校行事等で使用できない日も
　あります。
使用料　無料
対象　個人およびグループ
※ラケット・ボール・靴は持参し
　てください（必ずテニスシューズ
　を履いてください）。
◆県立熊谷女子高校（体育科 磯田）
　☎５２１-００１５

   ク ラ ス           　 時　　　間

初心者クラス  　13：30～14：30

初級者クラス  　14：30～15：30 

中級者クラス  　15：30～16：30

  熊谷さくらマラソン大会参加者募集中
申込期限　2月10日（金）
大会期日　3月26日（日）
会場　熊谷運動公園陸上競技場

　

参加費　一般、壮年（４０歳以上）
　：３，０００円、  ジュニア（１５～１８歳）
　：１，５００円　小中学生：５００円　
　親子マラソン：２，５００円
申し込み　専用の申し込み用紙で
　の郵便振替か、保健体育課また
　は、教育委員会大里事務所・妻
　沼事務所まで
特別招待選手　宮原美佐子氏
　(旭化成アミダス・ソウルオリン
　ピック女子マラソン日本代表）
　大東文化大学陸上競技部
◆エントリーセンター　☎０３-３７１４-７９２４
◆保健体育課　☎内線392

  第２回 彩の国ロードレース大会

とき　2月25日（土） 

　男子　一般、壮年
　女子　一般
　男子　一般、壮年、ジュニア
　女子　一般
　男子　一般・壮年、中学生
　女子　一般､ジュニア、中学生
　男子　小学５年生、６年生
　女子　小学５年生、６年生
　男子　小学４年生
　女子　小学４年生
　小学１～３年生の親子ペア
　小学１～３年生の親子ペア

 ハーフマラソン
      （２１.０９７５km）

１０ｋｍ

 ５ ｋｍ

２.５ｋｍ

１.２ｋｍ

１.２ｋｍ 親子マラソン男の子
１.２ｋｍ 親子マラソン女の子

種　　　目

小学生　  男子  １，５００m　　 女子  １，２００m
中学生　  男子  ３，０００m　　 女子  １，５００m
高校生　  男子  ５，０００m　　 女子  ３，０００m
一　般　  男子 ４０歳以下・４１歳以上 ５，０００m
一　般　  女子 ４０歳以下・４１歳以上 ３，０００m

種　　　目

（ア）

（ア）

（イ）

費用　中学生以上：２０，０００円
　小学生以下：１７，０００円
　(交通費・宿泊代・リフト券・
　保険料等)
※貸しスキーは別途
申し込み　１月１２日(木)から２月
　２８日(火)に、費用を添えて保健
　体育課または教育委員会大里事
　務所・妻沼事務所へ。　　
◆保健体育課　☎内線391
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※相談時間は、午前中は12時まで、午後は１3時からです。

（注１）1 月の行政書士相談は、法人設立、本店移転、役員変更、増資等についてです。
　　　  2 月の行政書士相談は、風俗営業、飲食店営業、深夜営業許可等についてです。

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

1/26（木）、2/23（木）　

1/11（水）・18（水）、
2/8（水）・15（水）

　

　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　����　　　記

行政書士（注１）
不　　動　　産
住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

心 配 ご と 相 談

結　婚　相　談

生　活　相　談

労　務　管　理

　 　 問 い 合 わ せ

市民相談室
　☎524-1111　内線460・461

妻沼町社会福祉協議会
　　　　　　　��☎588-2600

市民相談室☎524-1111��内線460・461
妻沼行政センター総務税務課☎588-1321

大里町社会福祉協議会
　　　　　�☎0493-39-0471

妻沼行政センター市民環境課
　　������　　　　☎588-1321

市民相談室
����☎524-1111　内線460・461

　　〃　　������������☎内線283�

商業観光課
　☎524-1111　内線467�

人権政策課
　☎524-1111　内線356�

大里町社会福祉協議会
　　　　　��☎0493-39-0471
妻沼町社会福祉協議会
　　　　　　������☎588-2600

大里町社会福祉協議会
　　　　　��☎0493-39-0471

妻沼町社会福祉協議会
　　　　　　������☎588-2600

人権政策課
　　　☎524-1111　内線26�2

妻沼行政センタ－産業課
　　　　　　　�☎588－1321�

場　　　　　所

市民相談室
（市役所１階）

妻沼公民館

市民相談室（市役所１階）
妻沼勤労福祉会館（2階相談室）

市民相談室
（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼公民館

市民相談室
（市役所１階）

商工会館

大里コミュニティセンター

めぬま農業研修センター

大里コミュニティセンター

妻沼公民館

大里コミュニティセンター

妻沼公民館

代集会所（代279-３）
上中条第3集会所（上中条1620）

妻沼勤労福祉会館

　時　　間
13：00～16：00
����（要予約）

13：00～15：00

13：00～16：00
13：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～15：00
��9：00～12：00
13：00～16：00

��9：30～16：00

13：00～16：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

13：30～16：30

13：00～16：00

　��相　談　日

１/５㈭･19㈭
２/２㈭�

１/12㈭･26㈭�
２/９㈭

１/12㈭･２/９㈭
１/11㈬
１/４㈬･18㈬
２/１㈬

１/10㈫・２/７㈫

１/26㈭�・２/23㈭

１/23㈪�・２/13㈪

１/16㈪�・２/６㈪
１/17㈫・２/21㈫
１/24㈫�・２/28㈫
毎週月・火・金曜日
　（祝日を除く）

１/６㈮･２/３㈮

１/13㈮･２/10㈮�
１/10㈫・２/７㈫

１/19㈭・２/16㈭

１/10㈫・２/７㈫

１/12㈭･26㈭
２/９㈭

１/10㈫・２/７㈫

１/12㈭･26㈭�
２/９㈭

１/25㈬
２/１㈬

１/18㈬・２/15㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士
宅地建物取引主任者
建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

心配ごと相談員
（民生委員）

結婚相談員

生活相談員・市職員

社会保険労務士

北部地域創造センター
　　　　��　　　☎522-6506

　　　〃　��　　☎521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　�　　　�☎524-0999

北部産業労働センター
　　　　�　　　�☎523-2817
さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　��　　　☎524-8805

法　　　��律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日
（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

第１～４金曜日
（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00
（要予約）

9：00～16：00

9：00～16：00

9：00～16：00

10：00～12：00
（要予約）

9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県
消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

（予約不要、受付14：30まで）��

市民相談室
����☎524-1111　内線460・461

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　☎５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　青少年相談総合センター（県）　
　☎０４８-８３０-３０２５
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
����☎５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
　子どもあんしんダイヤル　
　☎５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　1月26日（木）・2月23日（木）
　9：00～16：00（要予約）
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　☎５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日は休み）
　☎５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  ☎599-0015

◆関東信越税理士会 熊谷支部事務局　☎521-3312

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫婦
間・家族間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要
因となる問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

 電話・面接相談

 臨床心理士による相談
（要予約）

 保健師による相談
（要予約）

相　談　名�����　　　　　　�相　談　日�　　　　����������時　　間

  9：00～17：15

  9：00～16：00

13：30～15：30

税理士による還付申告相談
　2月1日（水）～15日（水）までの間（土・日曜日、祝日は除く）税理士事務所にお
いて、所得金額が300万円以下の給与所得者および年金受給者の還付申告相談と
申告書の作成指導を無料で行いますので、左記までお問い合わせください。

　
と
　
き

2
月
3
日（
金
）
　

2
月
10
日（
金
）

2
月
13
日（
月
）

　
と
　
こ
　
ろ

上
　
之
　
荘

別
　
府
　
荘

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル
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健
康
相
談

リ
ズ
ム
体
操

市
民
公
開
講
座

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

相
談
員
　
保
健
師

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

休
日
歯
科
健
診

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
・
食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
　
◆
熊
谷
保
健
所
生
活
衛
生
・
薬
事
担
当
　
☎
５
２
３-

２
８
１
１ 

〜
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
身
体
を
動
か
そ
う
〜

と
き
　
１
月
18
日（
水
）、25
日（
水
）

　
全
２
回
　
14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
白
根
純
子
氏
（
リ
ズ
ム
体

　
操
指
導
者
）

定
員
　
先
着
50
人

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
支
度
、

　
上
履
き
の
運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ

　
ル
、
飲
み
物
（
水
筒
ま
た
は
ペ

　
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
成
人

と
き
　
２
月
５
日
（
日
）
９
時
15
分

　
〜
11
時
30
分
（
申
し
込
み
時
に

　
時
間
を
指
定
し
ま
す
）

と
こ
ろ
　
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
・

　
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ

　
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
だ
液
の
検

　
査
（
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
が
わ

　
か
る
検
査
）

定
員
　
先
着
30
人

費
用
　
無
料

申
し
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

◆
熊
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
　
〜
よ
く
わ
か
る
Ｃ
型
肝
炎
〜

と
き
　
２
月
12
日
（
日
）
13
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
容
　
１
部
　
あ
な
た
が
Ｃ
型
肝

　
炎
と
言
わ
れ
た
ら
？
―
Ｃ
型
慢

　
性
肝
炎
の
病
態
―
講
師
‥
中
村

　
郁
夫
氏
（
自
治
医
科
大
学
付
属

　
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
科

　
医
師
）

２
部
　
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
治
療
「
最

　
前
線
」
講
師
‥
持
田�

智
氏
（
埼

　
玉
医
科
大
学
病
院
消
化
器
・
肝

　
臓
内
科
教
授
）

３
部
　
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
知
ろ

　
う
　
Ｑ
＆
Ａ

費
用
　
無
料

◆
熊
谷
市
医
師
会

　
　
　
　
☎
５
２
１-

２
７
２
７�

「
平
成
17
年
度
予
防
接
種
に
つ
い

て
」
の
個
別
予
防
接
種
実
施
医
療

機
関
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

　
２
月
27
日（
月
）〜
３
月
11
日（
土
）

※�

実
施
日
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

予
約
期
間
・
方
法

１
月
23
日
（
月
）
〜
２
月
３
日
（
金
）

※
医
療
機
関
に
直
接
電
話
予
約

標
準
的
な
対
象
者

　�

標
準
的
な
対
象
者
に
は
個
別
通

知
し
ま
す
。

　
右
記
以
外
の
方
で
も
、
２
回
の

接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
生
後
３

か
月
〜
７
歳
６
か
月
未
満
の
方
は

接
種
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
抗
体
保
有
率
の
低
い
年

齢
層
（
昭
和
50
年
〜
52
年
生
ま
れ
）

の
方
の
接
種
も
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
者
は�

実
施
医
療
機
関
に
直
接

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
任
意
接
種
の
た
め
有

料
で
す
。

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー�

２
〜
３
月
の
乳
幼
児
ポ
リ
オ

（
小
児
マ
ヒ
）予
防
接
種

　
乳
幼
児
ポ
リ
オ
予
防
接
種
は
個

別
接
種
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
医
療
機
関

地
域
　�

　
１
回
目
　�

　
２
回
目

旧
熊
谷
地
区

旧
大
里
地
区

旧
妻
沼
地
区

平
成
17
年
６
月

〜
９
月
生
ま
れ

平
成
17
年
４
月

〜
９
月
生
ま
れ

平
成
17
年
２
月

〜
５
月
生
ま
れ

平
成
17
年
１
月

〜
５
月
生
ま
れ

平
成
16
年
12
月

〜
平
成
17
年
３

月
生
ま
れ

１
月
の
献
血

　
と
　
　
き

１
月
13
日（
金
）

９
時
〜

　
　
11
時
30
分

�
�　

と
　
こ
　
ろ

妻
沼
農
業
研
修

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

◎内科・小児科  ☎525－2720   受付時間 19：00～21：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  診療時間 19：30～22：00

●熊谷市休日・夜間急患診療所

 夜 間 診 療
  （診療日毎日）

◎歯科　☎525－2721 
  受付時間　9：00～11：00
  診療時間　9：00～12：00

◎内科・小児科　☎525－2720 
  受付時間  9：00～11：00    診療時間  9：00～12：00
　　　　　  13：00～15：00　　　　　　 13：00～16：00

休日診療診療日　1/1・2・3・8・9・15・22・29　2/5・12・19・26

至太田

熊谷高校

交番

熊谷気象台

北大通り

熊谷保健センター熊谷保健センター熊谷保健センター

（母子健康センターに併設）（母子健康センターに併設）

熊谷市熊谷市
休日休日・夜間急患診療所夜間急患診療所

（母子健康センターに併設）

熊谷市
休日・夜間急患診療所

�所在地：〒360-0812�大原1-5-36

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー


